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　道林産課では，昭和44年以降本道のカラマツ素材及び製材の流通調査を実施しているが1．2．3），
このたび昭和48年度分4）についてとりまとめられたので紹介する。この調査は，昭和48年度（昭
和48年4月より昭和49年3月までの1ヵ年間）において，カラマツの素材及び製材を生産したす
べての事業所を対象としたものである。

  1． カラマツ素材の部

  1．1　カラマツ素材の生産量

　カラマツ材を多少なりとも取り扱った道内の全業者

（940事業所）からの回答により，48年度中に生産し

たカラマツ素材の林野別内訳についてみると，第1表

のとおりである。

　48年度における道内総生産量は42万1千m3強（前

年対比：14.3％増）のうち，個人有林から入手したも

のが全体の80％と圧倒的に多いことには変わりがない

が，前年にくらべ，国有林並びに道有林の生産量が大

幅に伸びているのが注目される。

　地域的（支庁別）にみると，第2表のとおりで，依

然として道東の十勝，網走，上川の3支庁で全体の

68.4％を占めている。ただ道南の比較的針葉樹材の乏

しい渡島（全体の2.8％），後志（同5.6％），胆振

（同7.0％）における生産量の伸びが著しい，反面，

上川，空知，それに量は少ないが日高支庁管内では落

第2表　支庁別カラマツ素材生産量及び生産業
　　　 者数

第1表　林野別カラマツ素材生産量（m3）

ち込みの傾向があらわれてきたことはみのがすことが
出来ない。

  1．2　生産材の径級

　　別割合

　カラマツ素材の径級

別生産割合は，第3表

のとおりで，小径木（

径～13cm）51％，中

径木（径14～28cm）

48％，大径木（径30

cm～）は1％強にす

ぎない。径7cm未満

のものが年々増加の傾
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第3表　径級別割合（％）

第4表　素材の用途別・仕向先別・地域別出荷量（m3）

第5表　カラマツ挽立工場の出力階層別工場数

向にあり除・間伐の進展によるものと考えられる。

  1．3　生産材の用途別・仕向先別・地域別出荷量

　第4表により，用途別出荷量の推移をみると，ここ

5ヵ年間に製材用に向けられた原木の占める割合が大

きく伸び，48年度において初めて全数量の半分を越え

た。反面，坑木・足場丸太・杭丸太などの丸太のまま

の利用が減退している。パルプ・チップ用に向けられ

るものは微増しているが，全体からみた比率はほぼ横

ばいの傾向を示している。

　48年度における仕向先別比率は，自家消費25.2％，

直販45.3％，商社・集荷業者買いは18.1％，道森連に

出荷したものが11.4％となっている。傾向として，商

社・集荷業者買いが減り，道森連扱いが増えている。

　出荷地域別では，道外移出量が年々微減傾向にあっ

て，48年度では全体の1.5％にすぎなかった。

　2． カラマツ製材の部

　2．1　カラマツの挽立工場数

　昭和49年3月末現在の道内における製材工場総数は

939工場であるが，大なり小なりカラマツ材を挽き立

てた工場は全体の18.1％にあたる170工場である。

　製材機出力階層別に分類してみると第

5表のとおりである。これによるとカラ

マツを挽き立てする工場は概して小型工

場の多いことがうかがえる。

　経営形態別の工場数は，会社92，個人

60，森林組合16，その他2工場である。

森林組合所有の共同利用施設の1つであ

る製材工場のうちカラマツを挽き立てて

いる工場が45年度の10工場から49年3月

末には16工場（全工場数21）に拡大して

いることが注目に値いする。

　2．2　製材用カラマツ素材の入手量

　製材工場が手に入れた製材用カラマツ

原木の林野別数量は，第6表に示すとお

りである。

　全体に占める比率からみると，個人有

林81.7％，その他5.5％，市町村有林3.6

％，国有林3.5％，会社有林2.8％、道有

林2.3％，その他国有林0.5％の順となっ
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第6表　製材用カラマツ素材入手量（m3）

第7表　製材用カラマツ素材の径級割合　（％）

第8表　カラマツ製材生産規模別工場数及び生産量

第9表　カラマツ製材生産規模別－カラマツ挽立比率別工場数

ている。輸入カラマツについては，正確な数

量はおさえられていないが，おおよそ3,000

m3とみられ，〝その他〟に該当している。

なお，前掲第4表からも明らかであるが，地

域別にみると他支庁からの入手は少なく，も

っぱら工場の所在する近郊市町村にたよって

いる（自支庁管内からの入手は89.8％を占め

る）。

　また，入手した原木の径級別割合は第7表

に示すとおり，いまだ中・小径材が圧倒的に

多いが，建築用構造材が容易に採材できる径

20cm上のものが徐々に増加の傾向を示しているよう

である。

　2．3　カラマツ製材工場の生産規模及び専門化

　大なり小なりカラマツを挽き立てた道内170工場に

ついて，カラマツ材の生産規模の面から分類してみる

と第8表のとおりである。

　前掲，出力別工場数でもみたとおり，出力なり生産
規模の小さい工場が多
く，カラマツ製材を
3,000m3／年間以上生産
する工場は10工場にすぎ
ない。
　カラマツ挽き立て工場
の総平均的な姿は，年間
N．L込製材生産量1,700
m3，うちカラマツ800m3

とみなされる。
　つぎに，カラマツの挽立比率別：カラ

マツ製材生産量／（カラマツ＋その他樹種）製材

量に分類してみると第9表のとおりであ

る。もっぱら，カラマツだけを挽き立て

ている工場は26工場で，零細工場，中型，

比較的大型の工場まで種々存在している

が，年間1～3千m3の工場が圧倒的に

多い。
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　2．4　カラマツの原木消費量，製材生産量及び出荷
　　　　量
　昭和45年以降のカラマツ原木の消費量，製材生産
量，製材出荷量（道内・道外）の年度別推移は第10表
のとおりで，生産・出荷ともに順調な伸びを示してい

弟10表　カラマツ原木消費量、製材生産量及び
　　　　製材出荷量（m3）

る。ちなみに，昭和48年度におけるカラマツ製材の比

重を量的にみると，カラマツ材は製材原木総消費量の

3.8％，同針葉樹のみに対しては6.5％，製材総生産量

の4.1％，同針葉樹のみに対しては6.5％となってお

り，年々着実に増加している。

　統計数字からみた製材の歩止りは45，46，47，48年

度それぞれ69.9，71.8，71.7，69.0％となっており，

46，47年度にくらベ48年度は若干低下している。これ

は，48年度になって，材積計算上，空容積も売る押し

角・ダンネージ類の生産量が減退し，かわりに建築用

第11表　支庁別カラマツ挽立工場数及び製材生産・出荷量

構造材：正角類が多く採材されたことに基因するので

はないかと推定される。

　2．5　支庁別工場数及び製材生産・出荷量

　カラマツ挽立工場の地域的な分布をみると，第11表

のとおりで，日高支庁をのぞいて全道各支庁に散在し

ている。カラマツ挽立工場がカラマツ素材の生産地で

ある道東の十勝・網走・上川支庁に多く存在すること

は当然のことながら，道南の渡島・檜山・後志・胆振

支庁管内にも比較的工場の数は多い。ただし，道東地

方のカラマツ挽立工場は相対的に大型の専門工場が多

く，道南では小型の工場若しくはカラマツを少量挽き

立てる工場が多いのが特徴である。道南地方では針葉

樹材に乏しいのでカラマツ材は構造材としてよく使わ

れ殆んど地場消費されているが，道東地方では地場消

費も少なくないが，なんといっても仮設材，梱包材，ダ

ンネージを主とする道外移出に主力がおかれている。

道央の空知支庁は両者の中間的性格を持っているとみ

られる。

　2．6　カラマツ製材の用途別，仕向先別，地域別出

　　 荷量

　第12表により，カラマツ製材の用途別出荷量の推移

をみると，建築用並びに土木用の構造材は道内消費に

多く向けられ比較的安定しているが，かなり本州送り
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第12表　製材の用途別・仕向先別・地域別出荷量（m3）

に頼る仮設材は若干下向きの傾向にある。梱包材と製

函材・仕組板は需要増，前者は京浜地方送りが好調

で，後者は道内需要が根強い。

　前掲第11表でも明らかであるが，年々着実に伸びて

いたカラマツ製材の移出量は，48年度において始めて

落ち込みをみせたが，これはダンネージ，ドラム，

及びパレット材の移出不振が響いたためである。しか

し，道内需要は比較的好調で量的には少ないが梱包材

（前年対比4.1倍），製函材・仕組板（同3.3倍）及び

パレット材（同1.6倍）の需要増は注目される。

　仕向先別数量についてみると，商社・集荷業者（全

体の47％），直販（同39％），道森連（同9.9％）自

家消費（同4.3％）の順となっている。道外移出は商

社・集荷業者の手を経るものが多く，道内消費は直販

が主である。前年とくらべると，48年度は移出減に影

響されて，商社・集荷業者扱いが減り，直販及び道森
連扱いが伸びている。
　なお，林産課の資料4）では，素材の径級別・用途別
価格や製材の用途（材種）別価格などについても調査
しているが，価格変動の幅が大きく平均的な値の算定
が難かしく，割愛した。
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